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被災者は生活の再建や仮設住宅での慣れない生活などにより、緊張や不安で首・肩のこわばりや不眠

などの身体症状が表れやすいと言われています。2024 年 1 月に発生した能登半島地震から約 1 年半

が経ち、被災地は復旧・復興期にあり、中長期支援として、心身のケアが必要な状況にあります。 

当協会ではこのたび、公益財団法人 日本フィランソロピー協会が行っている寄付推進プログラム「フィ

ランソロピーバンク」の事業として、能登半島地震被災地において、セラピューティック・ケアを通じ、被災者

等の心身のストレスを和らげる活動を行うことになりました。 

セラピューティック・ケアは、1996 年に英国赤十字社が考案した、洋服の上から肩や背中、腕、脚等を

優しく撫で、愛情ホルモンとも呼ばれる「オキシトシン」の働きにより、不安や緊張などのストレスを和らげる

心身のケア法です。科学的検証によりストレス軽減効果が明らかになっており、また赤ちゃんから終末期ま

で、年齢性別を問わず、どなたにも提供できる「ユニバーサルケア」でもあります。 

当協会では、2005 年福岡西方沖地震をはじめ、東日本大震災、熊本地震、北海道胆振東部地震な

ど、20 年以上にわたり、被災地に赴き、30 回以上におよぶ支援活動を実施してきました。当事業では、被

災者等の心身のケアに資するために、セラピストが被災者にセラピューティック・ケアを提供し心身のケア

を行うとともに、継続してケアを提供していける態勢づくりを行います。 

 

 2025 年度能登半島地震災害被災者支援活動 

 2025 年 6 月～2026 年 3 月   

事業目的  2024 年 1 月に発生した能登半島地震の被災地において、セラピューティック・ケアを通じ、

被災者等の心身のストレスを和らげる施術活動を行う。また、継続して被災者等の心身のケア

に資するために、現地で災害ボランティアの養成を行い、被災者にセラピューティック・ケアを

提供していける態勢づくりを行う。 

 

１．被災地の集会所・仮設住宅等を訪問し、セラピューティック・ケアで心身のケアを行う。 

２．自治体職員や医療関係者、支援者もケアすることで被災者の後方支援を行う。 

３．被災者等一般の方を対象に、呼吸法やレッグケア等、心身のセルフケアの方法を教授する。 

4．未就学児童を持つ家族を対象に、親子の心のケアを目的としたワークショップを行う。 

5．現地の被災者支援団体等を対象に講習（無料）を行い、継続的にケアが届けられる態勢を作る。 

ⱱ Ǜ È É 

１．施術活動：能登半島地震の被災者全般、自治体職員、医療・介護関係者、被災地支援者 200 名 

２．災害ボランティア養成： 被災地支援者、災害ボランティアに関心のある一般の方等 80 名  

計 280 名 

事業における活動の実施状況 

4 回にわたって能登半島を訪問し、被災者への施術の提供や、現地での災害ボランティア養成を行った。 

１．施術活動：のべ 268 名にケアを提供（対象：被災者、社協職員、教職員、支援者等） 

２．災害ボランティア養成：計 53 名受講（対象：被災者、自治体職員、医療関係者、被災地支援者等） 

寄附プログラム名  2025 年度能登半島地震フィランソロピーバンク基金 

寄付元企業名  公益社団法人 日本フィランソロピー協会 

寄附金受領額  816,422 円 

 

 



 

 

■ 2025 年 6 月 21 日（土）～24 日（火）  ＊21 日・24 日は移動日 

■ Ὼᾒ：両日ともに 2 か所での活動となったため、2 班に分かれて活動した。 

6 月２２日（日）   介護老人福祉施設 千寿苑（七尾市千野町に 15） 

七尾市応急仮設団地 中島町第１団地（七尾市中島町中島甲 14）  

七尾市応急仮設団地 万行第１、第２団地（七尾市万行２丁目１９２、１８３）  

民間災害ボランティアセンターおらっちゃ七尾（七尾市石崎町ソ-21-1） 

  6 月 23 日（日）  七尾市応急仮設団地 舟尾第１団地（七尾市舟尾町ラ 24 番地） 

七尾市応急仮設団地 矢田新町第１団地（七尾市矢田新町ニ 126 番地 1） 

七尾市社会福祉協議会（七尾市御祓町 1 番地） 

民間災害ボランティアセンター おらっちゃ七尾（七尾市石崎町ソ-21-1） 

■ẇͽἐ 協会会員（ボランティア） 6 名、事務員 1 名 

■ ע 福井県あわら市社会福祉協議会、石川県七尾市社会福祉協議会 

 

 

 

■6 月 22 日（日） 

9：30～11：30  中島町第１団地 

入居者 85 名の大きな仮設住宅。当日は炊き出しやくじ引きなど、複数の支

援者によるイベントが開催されており、集会所内外がたいへんにぎわってい

た。他団体と話し合い、集会所内の一角にて施術。15 名の方に受けていただ

いた。  

壁を向いての施術だったため、にぎやかな中でも比較的落ち着いて提供でき

たが、ドアが解放されているため室内が暑く、人の出入りも多く、被災者の方

にゆっくりと胸のうちをお話ししていただいたり、受け止めるような場所づくり

ができなかったことが反省点である。半面、定期的に支援活動をされている

他団体と情報交換や交流の機会を得ることができ、今後の活動につながるこ

とが期待される。 

提供したケア：ネック＆ショルダーケア・フルバージョン、レッグケア、腰のケア 

 

9：30～11：30 ／ 13：30～15：30 介護老人富士市施設 千寿苑 

施設長の北山達朗さまより施術場所として同施設の地域交流ホールをご 

提供いただき、同施設の職員・スタッフ 13 名に受けていただいた。 

広い室内は静かで涼しく、椅子同士を少し離し、窓を向いて配置でき、折り畳

みのテーブルをパテーション代わりに、ヒーリングミュージックを流しながらゆ

ったりとした気持ちでケアを受けられる場所づくりができた。 

提供したケア：ネック＆ショルダーケア・フルバージョン、レッグケア 

0  

 



 

13：３０～15：30  万行第１、第２団地 

隣接する二つの仮設住宅で、集会所は共用である。合計約８０戸だが、イベ

ントがない時のサロン参加者は通常 10 人程度ということで、この日も 9 名

であった。 

最初に来られた方が「気持ちよかった」と喜ばれ、他の方に声をかけに行っ

てくださり、それをきっかけにお越しになった方たちもおられた。 

施術は一律で最初にネック＆ショルダーケア・フルバージョンを提供し、希望

された場合は、待っている方に配慮しながら、追加でレッグケアや腰のケアを提供した。男性は腰の痛みを

訴える方が多かった。「とても楽になった。来月も来てほしい」としみじみとおっしゃる方もおられたが、按摩

のように強く推すマッサージをイメージして来られ、撫でるケアに戸惑われた様子の方もあった。 

来られた方たちの何人かはふだんサロンでよく集まられているようで、ご自身の施術後も帰らず和気あい

あいとおしゃべりされていた。 

提供したケア：ネック＆ショルダーケア・フルバージョン、レッグケア、腰のケア 

16：30～17：30 おらっちゃ七尾 

現場から戻ってきた災害ボランティアさんのミーティングに途中から同席させていただき、ご紹介いただい

た後、ボランティアさんたちに施術を提供。若い方が多かったが、ぐっすり眠り込まれる方もあった。また週

末とあって東京や名古屋、熊本など遠方から来ているボランティアもあり、情報交換や七尾市での被災地

支援の現状を知る機会ともなった。 

提供したケア：ネック＆ショルダーケア・フルバージョン 



■6 月 23（月） 

9：30～11：30  舟尾第１団地 

到着時、掲示板にポスターが貼ってあり、体験希望者がお待ちだったが、集会所には鍵がかかっており、管

理者に借りにいった。約４５戸の仮設住宅だが、ふだんのサロン参加者は１５人程度ということで、この日も

来場者は 10 名であった（先に受けられた方が、他の入居者に声をかけて何人か連れてこられた）。 

ただ人数は少ないものの、心身の痛みに悩まれ、事前に配布されたチラシを見て心待ちにしておられた方

たちもあり、ネック＆ショルダーケア・フルバージョンに続き、ご希望に応じてレッグケアや腰のケアを提供し

た。なかには来場時少し片足を引きずりながら来られ、痛みがあるからとレッグケアを受けられたあと、足

取りも軽く帰っていかれた方もあった。 

腰のケアは毎月のサロンでお互いにやりっこしたり、セルフケアとしてのレッグケアの簡単な講習会を行う

ことで、住民のコミュニケーションや継続的な支援に繋げられるのではないかと思われる。                            

提供したケア：ネック＆ショルダーケア・フルバージョン、レッグケア、腰のケア 

 

9：30～11：30  矢田新町第１団地 

最近できたばかりの住宅のため、集会所の解錠は七尾市社協の職員の方にお願いした。最初は誰も来ら

れず、住人が通りかかられるたびにお声かけをして来ていただくなど、出足は苦戦したが、「楽しみにして

いた」と終わり間際に駆け込んでこられた方もあり、最終的には 10 名の方に受けていただくことができ

た。ただマッサージを期待して来られたもののイメージと違ってがっかりした方もおられたので、事前の伝え

方に工夫が必要。 

提供したケア：ネック＆ショルダーケア・フルバージョン、レッグケア、腰のケア 

 

14：00～16：00  七尾市社会福祉協議会 

今回の活動に大きな力添えをいただいたお礼とご挨拶に伺った。社協の職

員の方も昨年からの被災地の対応で心身の疲労が蓄積されているので、

後方支援として職員の方にも施術を受けていただくことができた。 

提供したケア：ネック＆ショルダーケア・フルバージョン 

 



 

 

■ ：2025 年 9 月 9 日（火）～11 日（木） 

■ Ὼᾒ：石川県七尾市 

    ᴘ Α  

建設型応急住宅 矢田新町第１団地（七尾市矢田新町ニ 126 番地 1） 

建設型応急住宅 本府中第一団地（七尾市本府中ソ部 28 番地 3） 

民間災害ボランティアセンターおらっちゃ七尾（七尾市石崎町ソ部 21 番地 1） 

    ᴘ ₣  

建設型応急住宅 能登島向田町第一団地（七尾市能登島向田町ろ部 1 番地１） 

建設型応急住宅 小島第一団地（七尾市小島町ル部 42 番地） 

    ᴘ  

建設型応急住宅 中島町第１団地（七尾市中島町中島甲 14）  

建設型応急住宅 舟尾第１団地（七尾市舟尾町ラ 24 番地） 

七尾市社会福祉協議会（七尾市御祓町 1 番地） 

■ẇͽἐ 協会会員（ボランティア） 6 名 

■ ע 石川県七尾市社会福祉協議会 

 

 

 

■９月９日（火）  

11：00～12：00  矢田新町第一団地 火曜カフェ   

第 1 回（6 月）にも訪問し、体験者が少なかった住宅。前回の反省を

生かし、今回は一人でも多くの方に受けていただくために、毎週火曜

日に開かれている交流カフェに合わせて訪問。10 時～11 時のレクリ

エーションのあと、7 名の方にセラピューティック・ケアを提供した。 

入居者の中には 6 月も参加していた会員の顔を覚えていてくださっ

た方がおられ、声をかけてくださった。肩が痛くて腕が上がらないため

病院にかかっていると訴えていた方が、ネック&ショルダーケア施術後は腕の挙上ができるようになったと

喜んでくれた。継続して訪問できるともっと改善が望めると感じた。 

提供したケア：ネック＆ショルダーケア・フルバージョン、レッグケア、腰のケア  

 

13：30～15：30 本府中第一団地 

集会所に到着すると、自治会長から「認知症のご主人の介護があるため、セラピューティック・ケアを受け

たいけれどここに来られないという方の部屋を訪ねて施術して欲しい」と依頼され、２名態勢でその方のお

宅を訪問。80 代の奥さまに施術をしながら、お話を伺い、しっかりと向き合うことができた。施術後には

「極楽だった。幸せだった」と喜んでくださった。その間、もう一人のセラピストは、ベッドで横になっている認

知症のご主人に話しかけながら肩や背中を撫でていた。 

被災された方々のニーズに合わせた提供ができ、「セラピューティック・ケアの手のぬくもりをお届けした

い。そして被災されて今なおご不自由な暮らしをされている被災者の皆様のお声を傾聴したい」という私

ŧ  

 



たちの願いが叶い、施術を受けてくださった方たちと心の交流ができたと感じた訪問となった。 

また集会所での施術後には先方がお茶を出してくださり、しばらく皆で会話を楽しんだ。 

提供したケア：ネック＆ショルダーケア・フルバージョン、レッグケア、腰のケア、ハンド＆アームケア 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

16：30～17：30 おらっちゃ七尾 

訪問した火曜日と翌水曜日は活動の調整日にあたっており、他の災害ボランティアさんはいないというこ

とだったが、施設におられた 7 名ほどが施術を受けてくれた。 

提供したケア：ネック＆ショルダーケア・フルバージョン  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■９月 10 日（水）  

１０：００～１２：００  能登島向田町第一団地 

開始時間を前回より 30 分繰り下げたことにより、管理の方が予め鍵

を開け、電気・クーラーなど部屋の環境を整えて私たちの到着を待つ

形にしてくださっていたので、到着後すぐに取り掛かることができた。 

事前にチラシを各戸配布してくださったり、掲示板にポスターを貼って

いただいたりなど、七尾社協の方の広報ご協力のおかげで、開始時間

に合わせて、住人の皆さまがぽつぽつと集会場に来てくださった。中に

は、施術を受けた方がその場から電話をして、お友達を誘ってくれる場

面もあった。 

また仮設住宅前のベンチに座って話をしている男性たちがおられたの

で、集会所へ誘ったり、その場での「青空ケア」を提案したりなど、会員

側も工夫しながら積極的に声をかけた。 

提供したケア：ネック＆ショルダーケア・フルバージョン、レッグケア、腰の

ケア  



13：30～15：30  小島第１団地 

昼頃より激しい雨が降り出したが、3 名の方が集会所まで受けに来てくださった。人数が少なかったため

お待たせすることもなく、クライエント一人ひとりにネック&ショルダーケア・レッグケア・腰のケア、ハンド＆ア

ームケアの中から複数のケアを提供することができた。またその後ゆっくりお話を聞く時間も持てた。 

当初計画では小島第一団地での活動後に再度「おらっちゃ七尾」に訪問する予定であったが、悪天候で

市内の河川も増水し水面が道路スレスレに見えるような箇所もあったため、ここで切り上げて宿泊施設に

戻った。 

提供したケア：ネック＆ショルダーケア・フルバージョン、レッグケア、腰のケア   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■９月 11 日（金）  

前日の大雨は夜中まで降り続き道路状況に不安があったこと、また東海・関東の大雨予報により帰宅困

難になりかねない懸念から、秋吉名誉理事長・武藤理事長に判断を仰ぎ、３名が 3 日目の訪問を中止。 

急きょ前日までの半分の 3 名での活動となった。 

 

１０：００～１２：００  中島町第一団地 

6 月に続き二度目の訪問。前回は集会所内外で賑やかなイベント

が行われており、落ち着かない環境下での施術となったが、今回は

将棋やテレビを楽しむ方々が男女数人ほどおられるくらいで、静か

な室内で提供することができた。ここの集会所は朝に鍵を開け夕

方まで開放されて自由に出入りできるとのことだった。 

8 名の希望者に対し、施術者が 3 名だったため、最初にネック＆シ

ョルダーケアを施術後、再度お待ちいただいてから第 2 希望のケ

アを提供する形を取った。ご利用者様から「待っている間も施術効果が続いている」のを実感されている

感想をいただき、励みになった。 

6 名は男性だったが、「撫でるだけなのにすごく楽になって良かった」と喜んでいただいた。 

供したケア：ネック＆ショルダーケア・フルバージョン、レッグケア、腰のケア   

 

13：30～15：30  舟尾第１団地 

6 月に続き二度目の訪問。リピーターも数人おられ、皆さん３種類のケアす

べて希望された。施術後もその場に残られ、交流の時間となった。当日朝

の段階では活動場所への移動や帰路の道路状況・交通機関の運休等の

不安があったが、天候が徐々に回復し、安心してその後の活動ができた。 



 

 

■ ：2025 年 11 月 10 日（月）～13 日（木） 

■ Ὼᾒ：石川県七尾市・輪島市 

    ᴘ ᴘ  

七尾市社会福祉協議会（七尾市御祓町 1 番地） 

建設型応急住宅 本府中第一団地（七尾市本府中ソ部 28 番地 3） 

グループホーム＆デイひなたぼっこ（輪島市山本町矢本前１７−２） 

    ᴘ Α  

町野第一仮設住宅（輪島市町野町栗蔵川原田 42） 

町野第二仮設住宅（輪島市町野町東大野出村 91-1） 

まちの保育園（輪島市町野町広江 4-48） 

輪島市立 町野小学校（輪島市町野町栗蔵川原田 42 校舎１階） 

輪島市立 東陽中学校（輪島市町野町栗蔵川原田 42 校舎２階） 

石川県輪島市町野地区臨時災害放送局 まちのラジオ（輪島市町野町栗蔵川原田ニ 8010） 

    ᴘ ₣  

石川県 NPO 活動支援センターあいむ（金沢市香林坊 2-4-30 ラモーダ 7 階） 

 

■ẇͽἐ 協会会員（ボランティア） ６名 ・ 協会理事２名 ・ 協会職員 1 名 

■ ע 七尾市社会福祉協議会 ・ 輪島市 各種支援調整窓口  

 

 

 

■１１月 10 日（月）  

13：５0～15：30 本府中第一団地 

9 月に続いて 2 回目の訪問。前回の訪問時につながり、今回は直

接、市民レベルで交渉をして再訪が実現した。告知チラシの個別配

布については七尾社協よりご協力いただいた。 

少し遅れて集会所に到着すると、すでに 9 名の方がお待ちになって

おられた。お待たせする時間が長くならないよう、回数を 5 回の 2 セ

ット（10 分）で施術。 

施術前後のアンケート記入時や施術をしながら、いろいろなお話をし

てくださる。お風呂はお湯を使うからとシャワ－しか使わず、身体が休

めていない方も多い。脚の浮腫や痛みのある方も多いため、レッグケア

のセルフケアを伝えた。ケアを習いたいという声もいただいた。 

住人の方の交流のきっかけになればという思いもあり、佐賀銘菓を差

し入れとして持参。施術を待つ間や施術後に、お茶とお菓子を手に、住

人同士でしばしおしゃべりされていた。 

提供したケア：ネック＆ショルダーケア・フルバージョン、レッグケア（セ

ルフケアも） 

Ũ  

 



1４：30～１６：００ グループホーム＆デイひなたぼっこ 

七尾から輪島へ向かう道路はダンプカ－が行き交い、工事中や一方

通行などで止まりながらの進行のため、到着が 30 分遅れたが温か

く迎えていただく。 

到着時、利用者さまはお互いに話をするわけでもなく表情も暗かった

が、ケアを開始して 3 人目ぐらいになると、表情豊かに笑顔いっぱい

になられた。誰かの話をきっかけに、「どこ出身？」「何歳？何年生ま

れ？」とお互いに話が盛り上がり、ケアも喜んで受けられた。同行した

理事が笑顔の写真をたくさん撮り、その声かけと施術の効果で笑い

が出てきて、心が開かれたように思われる。 

被災して入居されている高齢者も多く、100 才の女性は、地震の時

に被災され、自宅からヘリコプタ－で町野町避難所に行き、その後数

ヶ所の避難所を経て、最終的にグル－プホームへ入所できたとお話し

された。 

最後は施設長や職員の方々にもケアを受けていただき「すっきりした。

仕事頑張ろう」と喜ばれた。特に施設長は首が回らず痛みがあると言

われ、施術の最後にもう一度ストレスラインのケアを行うと、「痛みが薄れた」と言われた。 

提供したケア：ネック＆ショルダーケア・フルバージョン  

 

■１１月 1１日（火）  ＊２班に分かれて行動 

９：３０～１1：３０  まちの保育園 

町野町唯一の保育園だが、昨年の震災の影響により、現在残ってい

る園児は１歳児・3 歳児・4 歳児各一名ずつのみ。施設も被災し使

用できなくなったため、現在は町野小学校の一角を借りて運営して

いる。 

室内の壁には園児用のヘルメットがすぐ手に取れるところに掛けて

あり、今も避難が必要な状況であることが伺われた。 

親子（母親）1 組と、園児２名、保育士 4 名を対象に、インファントセ

ラピスト 3 名で親子のワークショップを実施。本来のワークショップは

保護者と子どものふれあいを目的としているが、保護者の代わりに

日中長い時間を子どもと過ごす保育士に伝えて継続支援に繋げて

いただくために、今回初めて企画した。 

ワークショップ開始まで 30 分ほど余裕があったので、まずセラピス

トから保護者・保育士に施術。 

開始後は、保護者のケアである「ネック＆ショルダーケア・ファミリー

バージョン」を相モデルで行っていただいたあと、親から子にそのぬくもりを伝える「インファントセラピー」。

ファミリーバージョンでは、セラピストのお手本を見ながら、小さな手で母親にセラピューティック・ケアをし

てあげている園児や、インファントセラピーで母親に優しく撫でてもらって、気持ちよさそうにうっとりとしてい

る園児、同じくセラピストのお手本を見ながら、自分が人形を撫でてあげる微笑ましい姿もあった。 

基本的にはタイムテーブルに沿って行ったが、子どもの状態に合わせて調整。「タイムテーブルに子どもを



合わせる」のではなく、子どものペースを大切に“ゆる～く”進行したことを喜んでいただけた。 

提供したケア：ネック＆ショルダーケア・ビギナーバージョン   

  

10：００～１２：００  町野第一団地集会所 

少し早目に会場に着いたが、開始時刻前に待っている方がおられたの

で、前倒しして始めた。 

ご次男が帰省されているときに被災されたということで、「忘れている

わけではないが、（震災当時のことを）思い出さないのよね。忘れっぽく

なっている。小さなおにぎりを１日に半分食べることが 8 日間続き、起

き上がる気力がおきなかった。2 畳に 8 人、次男のおなかの上に足を

のせて寝ていた。その後仮設に移った」と話してくださる。背中をなでな

がらお話を聞いていると、涙が出る。「現地ボランティアが見つけてくれた」と、大

事に可愛がっている猫のぬいぐるみを見せてくださった。 

「震災後、下痢が続いていたが、道路が寸断されて救急車も来ず、大変だった。

（その後入院し元気になったが）震災前に病気で死にかけたんだけど、あの時

死んどったら震災にあわんでよかったのに」とポツリと言われた方もおられた。 

「近くでプールの解体工事があり、ドンと音がするたびに思い出して怖い」と言

われた方もあった。 

体験者が途切れると、自治会長さんがご自分の作られた資料を見せながら、震

災当時のことを詳しく話してくださった。 

提供したケア：ネック＆ショルダーケア・フルバージョン、レッグケア（セルフケアも） 

 

13:3０～15:30  町野第二団地集会所 

イオンの野菜販売車が来る日に当たっており、多くの方が買い物の前

後にケアを受けに来られた。 

施術を受けながら、「借家が災害でつぶされた。新居の人は借金を払

わなくてはいけない。新居を建てることは無理。これからどうなるのか心

配」と話される方、施術後にアンケートを記入しながら、ご自身の病気

のことを詳しく話される方など、お一人ひとりにゆっくり時間をかけて向

き合うことができた。 

頸椎の手術をして片足の感覚がないと、足を引きずりながら椅子に座

られた方にネック＆ショルダーケア・フルバージョンに続きレッグケア、腰

のケアも行うと、「手ってこんなに温かかったんやね、気持ちいい」と笑

顔になられた。「まちのラジオ」のスタッフも顔を出してくださり、施術後

の感想として、「撫でるだけなのに不思議な感じがした」と言われた。提

供したケア：ネック＆ショルダーケア・フルバージョン、レッグケア、腰のケ

ア 

 

１4：００～14:45  町野小学校 

全校生徒 21 名に音楽室に集まっていただき、通常の小中学校のプログラムを少し変更して行う。 



教育用 DVD 視聴後、先生にも入っていただき、相モデルで実技演習。最初はふざけたり、「くすぐったい」

と声があがったりなどにぎやかだったが、交代して演習を続けると、次第に静かになり、落ち着いて和やか

な雰囲気に変わった。 

授業時間いっぱいだったため、生徒からの感想を一人ひとり聞く時間は取れなかったが、ふだん地域のサ

ロンでボランティアをしているという男子生徒が、「サロンでしてあげたい」と言ってくれた。 

音楽室の窓からは、町野第一仮設住宅がすぐ目の前に見える。授業終了後、廊下ですれ違った生徒が、

「僕はあそこ（第一仮設）に住んでるんだけど、地震で家が壊れて、そのあと大雨が降ったんだよ。それで

おばあちゃんが死んじゃったんだ。兄弟がいないから一人で帰るんだ」と話してくれた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１6：００～17：00  東陽中学校 

震災の影響により、現在残っている生徒は１年生１名・２年生２名・３年

生５名の計８名のみ。中学校の校舎の修理のため、9 月からは町野小

学校の 2 階を借りている。 

連絡の行き違いにより 10 分遅れて開始。昨年の災害を実体験した

生徒への授業とあって通常の福祉体験授業とは異なる緊張を覚えた

が、生徒たちはみんな仲良く、明るい雰囲気で臨んでくれた。 

最初に教育用 DVD を流しているときは、熱心に観ながらも中学生ら

しい合いの手をいれたり、ふざけたりする様子もチラホラ見られたが、

実技演習に入り、一番騒いでいた生徒をモデルにすると、別人のように静かになり、その後は穏やかに授

業を受けてくれた。      

小学校同様、相モデルでの演習の 1 回目は施術も拙く、歓声でうるさいほどだったが、交代して 2 回目の

演習では生徒たちもコツを掴んで上手に施術でき、静かでゆったりした雰囲気に変わった。 

 

15:00～1６：００ ／ 17:00～17:30 町野小学校 音楽室 

空き時間を利用して、町野小学校および東陽中学校の教員の皆さまに

もケアを提供（希望者のみ）。 

「とても気持ちがよかった」と喜んでいただけた。 

提供したケア：ネック＆ショルダーケア・フルバージョン、レッグケア 

  

 

 



■１１月 12 日（水）  

10：30～１２：００  石川県 NPO 活動支援センター あいむ 

継続してケアを提供できる体制づくりの第一歩として、ボランティア養成を目的に、金沢市内での短時間

の無料講習会を企画。 

昨年から能登で被災地支援に携わっておられる「コープいしかわ」にお声がけをし、理事 5 名が参加され

たほか、「北國新聞」に掲載された告知で知って申し込まれた一般の方 5 名、石川県在住の会員 1 名の

合計 11 名が受講された。 

スライドを見てもらいながら、秋吉名誉理事長より協会の被災地支援活動を紹介したあと、防災士でもあ

る前田講師より「災害復興時の心のケア」についてお話しする。PV とテレビで紹介された時の録画の視

聴に続き、相モデルでネック＆ショルダーケア・ビギナ－バージョンと腰のケアの実技演習を行う。最後の質

疑応答では「被災地支援活動に役立てられそうだ」と言っていただいた。 

またこの講習会には「北陸中日新聞」が取材に来られ、11 月 18 日付の朝刊紙面で紹介された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1３：００～１６：００  石川県 NPO 活動支援センター あいむ 

セラピストによるネック＆ショルダーケア・フルバージョンを体験してい

ただいた。参加者９名のうち、ミニ講習会受講者が 6 名、体験会の

み参加が 3 名（うち 2 名はあいむ職員）。 

また石川県在住で自身も被災者である会員が、体験会の時間に秋

吉名誉理事長から直接指導を受けられ、来年度以降の被災地支援

ボランティアへの参加意欲が高まった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

■ ：2026 年３月５日（木）～７日（土） 

■ Ὼᾒ：石川県輪島市・珠洲市・鳳珠郡能登町・金沢市 

    ᴘ  

輪島市 ふれあい健康センター（輪島市河井町 2-287-1） 

グループホーム＆デイひなたぼっこ（輪島市山本町矢本前１７−２） 

    ᴘ ֖  

珠洲市 健康増進センター （珠洲市飯田町 5-9） 

能登町 内浦総合支援ホール （鳳珠郡能登町松並 13-75-1） 

ᴘ  

金沢市お気軽会議室安江町 101 号室（金沢市安江町 11-13 ロイヤル山田 101 号室） 

■ẇͽἐ 協会講師 ５名  

■ ע 輪島市 各種支援調整課（後援）、珠洲市社会福祉協議会（共催）、能登町社会福祉協議

会（共催）、金沢市社会福祉協議会（後援） 

 

 

 

■３月５日（木） ＊2 班に分かれて行動 

早朝、金沢駅で合流し、能登方面特急バスでのと里山空港へ。同空港でレンタカーを２台借り、分乗して、

それぞれの会場に移動した。 

今回の活動では、当事業の目的のひとつである「継続してケアを提供できる体制づくり」を目指し、現地

でセラピューティック・ケアを通じて心のケアを行う災害ボランティアの養成を行った。 

 

１３：３０～16:30 輪島市 ／ ふれあい健康センター２階ボラ

ンティア室 

輪島市 各種支援調整課よりご後援いただき、「災害ボランティ

ア実践講座」を開講。支援調整課の方のご紹介や、輪島市の

LINE で知った方 13 名が受講された。 

 

1３：30～１６：００ グループホーム＆デイひなたぼっこ 

3 回目の訪問時（１１月）にも伺った施設。今回は協会会員３名で、ネック＆ショルダーケアを主に、腰のケ

ア、レッグケアを入所者 16 名と職員 3 名に届けた。皆さん最初は硬い表情だったが、施術後は笑顔にな

られ、会話がはずんだ。 

「どこもかしこも痛い、年のせいかしら？」と言われた方には、ネック＆ショルダーケアに加えて腰のケアも施

術。「ラッキーやった、気持ち良かった～」とニコニコされてお礼をおっしゃる方、 目を閉じてケアを受けなが

らうんうんとうなづかれ、「気持ちいい～」と言ってくださった方、合掌して喜んでくださる方。 

輪島では「さっぱりした」ことを「あっさりした」という言葉で表現するようで、ケアを受けて、「気持ちいい、

あっさりした」と喜んでくださる方が多かった。また施術後に顔色が良くなられたり、表情が明るくなっただ

けでなく気持ちも明るくなられて、周りの方と話が弾む姿もよく見られた。 

3  

 



提供した施術：ネック＆ショルダーケア・フルバージョン、レッグケア、腰のケア 

       

    

■３月６日（金）  ＊２班に分かれて行動 

１３：３０～16:30 珠洲市 健康増進センター    

珠洲市社会福祉協議会に共催のご協力をいただき、「災害ボランティア実践講座」を開講。社協の関係

者 3 名が受講された。 

 

１３：３０～16:30 能登町 内浦総合支援ホール    

能登町社会福祉協議会から共催のご協力をいただき、「災害ボランティア実践講座」を開講。体調不良に

よる欠席があり、生活支援相談員（能登町社協主体）１５名、 JOCA（行政と連携して仮設住宅の見守り

等を行っているスタッフ）６名、能登町社協職員２名の合計２３名が受講された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■３月７日（土）  

早朝出発し、のと里山空港へ。空港でレンタカーを返却し、金沢方面特急バスにて金沢へ移動した。 

 

13:30～16:30  金沢市お気軽会議室安江町 101 号室   

金沢市社会福祉協議会の後援をいただき、「災害ボランティア実践講座」を開講。金沢市社会福祉協議

会から紹介していただいた会場は入試と重なり予約できなかったため、民間の貸し会議室を利用した。 

MRO 北陸ラジオ放送や協会の HP・SMS、知人紹介などでこの講座を知った方が、金沢市内、石川県

内、富山市、東京から 14 名参加された。 

実技演習の時間は、長テーブルを動かし、部屋の中央でモデルを囲みペアを組んでもらい実施した。秋吉

が手技の説明をし、受講者をモデルに手技を行っているアシスタントを見ながら、受講者全員がネック＆シ

ョルダーケアを相モデルで行った。休憩を挟み、レッグケアと腰のケアも演習も行う。 

実技が始まった時は室内がややざわめいていたが、演習していくうちにお互いが打ち解けて、和やかな雰



囲気に変わった。 

スタッフ全員が講師であり、受講者の手技を確認しながら進めることができ好評だった。最後にネック＆シ

ョルダーケアを行う時は、ヒーリングミュージックに癒され、真剣ながら穏やかで静かな温かさに包まれて

いた。 

受講証授与後は受講者の自己紹介を行い、お互いの交流の場となった。受講者全員が笑顔となり明るい

雰囲気で終了することができた。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

Ô ɅɒɜȯȌȋ ÕǞǗƷǙ 

 

講座では、セラピューティック・ケアによる被災地支援の実際や当協会の被災地支援活動の紹介のほか、

被災地支援で最も活用される「ネック＆ショルダーケア」「レッグケア」「腰のケア」の３つの手技の指導を

行った。 

「ネック＆ショルダーケア」は肩や背中、首など、被災のストレスが身体症状としてもっとも表れやすい部分

のケアであり、非言語的コミュニケーションとして被災地でのストレスケアに最適である。「レッグケア」は避

難所や仮設住宅で頻発するエコノミークラス症候群の防止に役立つ。同様に、腰痛を訴える方も多く、「腰

のケア」のニーズも高い。 

今回の４つの「災害ボランティア実践講座」を通し、受講者が災害支援のために必要な基礎知識と、この

３つの手技を習得することで、今後、能登を中心とした被災地での支援に役立ててもらうことを目指す。 

 

【教材】 

映像：協会ＰＶ・「心のケアにこんな手が」（NHK 放送録画）・教育用 DVD（ビギナー編）・音楽（施術時の

相乗効果）・ペーパータオル（レッグケア時の膝保護用）・「災害ボランティア実践講座 セラピューティッ

ク・ケアで実践する災害時の心のケア」（専用テキスト）・誓約書・アンケート・受講者証 

 

 

 

 

 

 

 

 



【カリキュラム】（3 時間） 

時 間 所要時間 概    要 

 

13：30 １０ 

メンバー紹介 

オリエンテーション 

ＰＶ・「心のケアにこんな手が」視聴 

 

 

 

13：40 20 

座学 

1 当協会の被災地支援活動       

2 能登地震被災地における支援     

3 災害復興時の心のケア        

4 被災地のセラピューティック・ケア  

５手技の実際             

教育用 DVD（ビギナー編）視聴〈手技の説明〉 

14：00 40 実技演習： ネック＆ショルダーケア（ビギナーバージョン）    

14：40 20 実技演習： レッグケア      

15：00 １０ 休憩 

15：10 
50 

実技演習（復習）：ネック＆ショルダーケア（B）・レッグケア 

16：00 
10 

実技演習：腰のケア        

災害ボランティア実践時の注意事項   

16：1０ 

20 

アンケート 

災害ボランティア実践講座受講証の授与 

情報交換・交流タイム 

16：30  終 了  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

現場の状況やニーズを知りより良い活動につなげるために、グループホームひなたぼっこを除くすべての

活動で、受益者へのアンケートを実施した。アンケートは活動回終了後に毎回集計し、ボランティア参加者

の反省と併せて次回の活動にフィードバックを行った。 

 

施術活動での集計結果 

 

１）アンケート回収数と回収率：施術前後に無記名でアンケートに記入 

第 1 回：2025 年 6 月 22 日（日）・23 日（月）    59 名 ／ 60 名 （９８％） 

第 2 回：         9 月９日（火）～9 月 11 日（木） 49 名 ／ ４９名 （100％） 

第 3 回：        11 月 10 日（月）～12 日（水）   48 名 ／ 48 名（100％） 

合計  156 人/157 人（回収率 99％） 

 

２）年代： 

70 歳代が最も多く 30％で、70 歳以上の高齢者は 55％を占めた。 

２０代 6 人 4% 

３０代 7 人 4% 

４０代 14 人 9% 

５０代 16 人 10% 

６０代 26 人 17% 

７０代 46 人 30% 

８０代 28 人 18% 

８０代以上 12 人 8% 

無回答 1 人 1% 

合計 156 人 100% 

 

 

 

 

３）体験会（施術）を知ったきっかけ 

 

配布チラシ （自宅・仮設住宅） 62 人 38% 

七尾社協から 32 人 20% 

千寿苑から 11 人 7% 

配架チラシ（あいむ・県庁） 1 人 1% 

家族／友人から誘われて 21 人 13% 

その他 37 人 23% 

合計 164 100% 

２０代 6人

4% ３０代 7人

4%

４０代 14人

9%

５０代 16人

10%

６０代 26人

17%

７０代 46人

29%

８０代 28人

18%

８０代以上 12

人

8%

無回答 1人

1%

n=156

【その他】 

・学校行事、学校で  6 人 

・北國新聞        ４人 

・会場で         6 人 

ǡ ♬ ǡ ·ǡ ÈȋɜȚºȱ  Éוֹ

 



４）震災後、心身で不調を感じている個所（複数回答） ＊病気によるものを除く 

 

肩こり 70 人 21% 

腰痛 50 人 15% 

首のこわばり 48 人 15% 

不眠 31 人 10% 

脚のむくみ 26 人 8% 

気分がふさぐ 24 人 7% 

背中のこわばり 21 人 6% 

頭痛 18 人 6% 

その他 24 人 7% 

無回答 14 人 4% 

合計 326 人 100% 

 

 

震災後の身体的症状は、「肩こり」が 70 名と最も多く、次いで「腰痛」50 名、「首のこわばり」48 名、

「脚のむくみ」26 名となった。精神的症状では、「不眠」が 31 名と最も多く、「気分がふさぐ」が 24 人

となった。また「その他」として、「便秘」「疲れがとれない」「足が痛い」「腕の痛み」等があがった。 

アンケートの結果から、被災地での施術について、首・肩・背中をケアする「ネック＆ショルダーケア・フル

バージョン」、腰痛の緩和に役立つ「腰のケア」、脚の浮腫を軽減する「レッグケア」が有用であることが

裏付けられた。また、リラックス効果や導眠効果、自尊感情の向上など、メンタルケアとしてのセラピュー

ティック・ケアのニーズも裏付けられた。 

 

 

 

５）セラピューティック・ケアを受けた感想（選択式） 

  「非常によかった」（133 名）・「ややよかった」（17 名）を合わせて 98.2%が「よかった」と答え

ている。また「あまりよくなかった」「よくなかった」は 3 回を通してゼロであった。 

【その他】    

・便秘、体調不良、全体的、疲れがとれない  

・階段から家の中で転倒   

・頭痛が昔から    

・頻尿    

・足が痛い（大腿骨骨董置換術）   

・頭の中が変になっている   

・たくさんある    

・腕の痛み     

・どこもかしこも    

・身も心も変になった  

70人

50人 48人

31人
26人 24人 21人 18人

24人

14人

0
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n=326



非常によかった 133 人 85% 

ややよかった 17 人 11% 

どちらともいえない 2 人 1% 

無回答 4 人 3% 

合計 156 人 100% 

 

 

 

６） 同様の催しが開催されたら、また参加したいか？ 

 「ぜひ参加したい」（127 名）・「やや参加したい」（23 名）を合わせて９６％が「また参加したい」と答え

ている。また「あまり参加したくない」「参加したくない」は 3 回を通してゼロであった。 

 

ぜひ参加したい 127 人 81% 

やや参加したい 23 人 15% 

どちらともいえない 4 人 3% 

無回答 2 人 1% 

合計 156 人 100% 

 

 

 

 

 

７） 「呼吸法とレッグケア」の無料ワークショップが開催されたら参加したいか？ 

 「ぜひ参加したい」（91 名）・「やや参加したい」（30 名）合わせて 76％が「参加したい」と答えており、

被災者対象のミニ講習会・ワークショップのニーズはあると言える。 

 

ぜひ参加したい 91 人 58% 

やや参加したい 30 人 19% 

どちらともいえない 15 人 10% 

無回答 20 人 13% 

合計 156 人 100% 

 

 

 

 

 

 

非常によかった, 133

人, 88%

ややよかった, 

17人, 11%

どちらともいえない, 

2人, 3%

n=156

ぜひ参加したい, 

127人, 81%

やや参加したい, 

23人, 15%

どちらともいえない, 4人, 3%

無回答, 2人

n=15

ぜひ参加したい, 

91人, 58%

やや参加したい, 

30人, 19%

どちらともいえな

い, …

無回答, 20人

n=15



８） セラピューティック・ケアを受けた感想 （自由記述 ／ 抜粋） 

①ネック＆ショルダーケアについて 

・とても気持ち良かった。とても気持ちよく眠くなった。やさしいタッチで気持ちが良くすっきりした。首のとこ

ろが心地よかった。あたたかくやさしい圧が気持ち良く、このまま布団に入って寝たくなった。 

・手のあたたかさだけで、体中の血流が良くなった気がして楽になった。身体がじんわりとあたたかくなり、

気持ち良かった。あたたかくなり身体の痛みがとれた。身体がポカポカしてとても癒された。 

・身体が楽になり、気が楽になった。脳疲労がとれたような気がした。気持ちがよりすっきりした。とても身体

がすっきりした。日々ストレスがたまっていたので、疲れがとれた。 

・とてもリラックスできた。手のあたたかみでリラックスできる感じが新鮮で心地よかった。とてもやさしくケ

アしていただき、久しぶりにゆったりした時間を過ごさせていただいた。静かな空間で静かにケアしてい

ただき、とてもゆっくりした気分になれた。手のあたたかさ、ゆったりした時間の大切さを感じた。 

・とても癒された。すごく心が癒され、体があたたかくなった。心が穏やかになった。身体の疲れが癒され

た。身も心もほっこりした。 

②腰のケアについて 

・腰が良くなった、あたたかくなった。マッサージとは違うけど効果があった。腰がすっきりした。 

・腰のケアを家族にもまずやってみたい。 

③レッグケアについて 

・足も軽くなった気がする。スッキリ優しい感じ、脚が軽くなった。血がめぐった、美脚になったかも。 

④その他 全般 

・満足です、助かりました。手あての体験とても良かった。両足が冷えてとてもつらい毎日を送っていたが、

とても嬉しい。 

・またして欲しい、毎日施術を受けたい位です。 

・自分の身体の不調にすぐにケアできると毎日が過ごしやすくなると思った。 

・ハンドケアで行う事がとても体に良いとは信じられなかったのが、体験して納得した。 

・いつも認知症の母と一緒に生活しているので、ストレスもたまり、イライラすることもある。本当にゆったり

した時間をありがとうございました。 

・道具が自分の手だけというケア法に感動した。相手を喜ばす事（癒す事）が簡単に直ぐできるのがステ

キです。 

 

■災害ボランティア実践講座（ボランティア養成）での集計結果 

 

１） アンケート回収数と回収率：講座終了後に無記名でアンケートに記入 

3 月 5 日（木） 輪島市 ふれあい健康センター         13 名 ／ 13 名  

3 月 6 日（金） 能登町 内浦総合支所ホール         23 名 ／ 23 名  

3 月 6 日（金） 珠洲市 健康増進センター                  3 名 ／   3 名  

3 月 7 日（土） 金沢市 お気軽会議室金沢安江町１０１号室  14 名 ／ 14 名  

合計  53 名 ／ 53 名（回収率 100%） 

 

 

 



２） 内容は期待どおりだったか？ 

 「大変そう思う」（40 名）・「まあそう思う」（13 名）合わせて全員が「期待どおりだった」と答えており、

参加者のニーズに沿った内容だったと言える。 

 

大変そう思う 40 人 75% 

まあそう思う 13 人 25% 

あまりそうは思わない 0 人 0% 

そうは思わない 0 人 0% 

合計 53 人 100% 

 

 

 

 

 

３） 受講内容は、被災地でのボランティアをする際に役立ちそうか？ 

  「大変そう思う」（36 名）・「まあそう思う」（17 名）合わせて全員が「役立つ」と答えており、講座開催

の目的は果たせたと言える。 

大変そう思う 36 人 68% 

まあそう思う 17 人 32% 

あまりそう思わない 0 人 0% 

そうは思わない 0 人 0% 

合計 53 人 100% 

  

 

 

 

 

４）「災害ボランティア実践講座」を受講した感想 （自由記述／抜粋） 

 

●実践したい 

・震災から２年、皆、疲れが蓄積している。今日教えていただいたケアをまずは家族にして、家族の心のケア

に努めたい。手のぬくもり、本当にいいなと思った。 

・災害支援で仮設住宅の見守り支援の仕事をしている。サロン運営もしており、住民さんにケアの実践が

できたらと思った。また、日頃疲れている職員や毎日来てくださるボランティアさんも癒したいと思った。

帰ったら娘で練習させてもらいます。 

・被災地の支援活動に必ずプログラムする。復習により今後にますます活かしたい。仲間を増やす。 

・今日の研修を色々な所で活用させて頂きたいと思う。今日の高齢の先生の年齢でお元気で活躍されて

いる姿に大変勇気をいただいた。私も頑張ろうと思った。頑張ります。  

・互いに体験してもらい気持ちが良く、災害にあわれている人達に実践してあげたいと思った。ボランティア

に行き、少しでもかかわりあいたいと思う。       

大変そう思う, 

40, 75%

まあそう思う, 

13, 25%

n=53

大変そう思う, 

36, 68%

まあそう思う, 

17, 32%

n=53



・あまり期待をしていなかったという自分がいた。でもボランティアに関して興味があり、何か前進しようと

思い受講した。想像以上にとてもよかった。少し前に進めた気がする。  

・近日中にサロンがあり、最後に腰のケアが楽しくできると思い、活動に役立てます。   

・今夜、覚えているうちにさっそく夫にやってみたいと思う。手当て、温もり、心も安らいだ。現在は、玄関先で

の訪問なので、難しいが、希望があれば対応したい。  

・手のぬくもりがとても安心感を与えるものだと思った。肩と背中に手のあたたかさが伝わり気持ち良かっ

た。母が能登地震にあった。今度行った時にケアしてあげたいと思った。  

 

●わかりやすかった・楽しかった 

・とても楽しく、すぐにでも取り入れられることができそうです。今日は私自身もとてもリラックスできた。 

・わかりやすく説明していただいて楽しく学ばせていただいた。初めてセラピューティック・ケアを知った。手

ってこんなにあたたかいのだなと実感した。       

・協会の方が複数いてくださったので、実技がわかりやすく進行されて良かった。手のひらから伝わるあた

たかさがケアにつながることを実感した。  

 

●自分自身も癒された 

・言葉は交わさなくても、心が通わる、とても良い方法だと感じた。施術する方、される方、どちらも癒される

と感じた。呼吸が大事。身体も心もポカポカに。 

・とても楽になった感がする。そして心が穏やかになった。今度は周りの人にしてあげたいと思う。 

・施術する側も癒されるということを改めて感じた。目の前の人に集中して心を寄せることで自分自身も満

たされたような気がした。         

・する方もされる方も手のぬくもりが伝わり、心が安定した。とてもリラックスできた。今回の講座は、被災地

ボランティアのみならず、家族間でも実施できそうである。    
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１． ケア活動のご案内（テンプレート） 

第１回：七尾市建築型応急住宅 中島町第一団地 

介護老人福祉施設「千寿苑」 

七尾市建築型応急住宅 万行第一・第二団地・ 

七尾市建築型応急住宅 矢田新町第一団地 

七尾市建築型応急住宅 舟尾第一団地・ 

第 2 回：七尾市建築型応急住宅 矢田新町第一団地 

    七尾市建築型応急住宅 本府中第一団地 

    七尾市建築型応急住宅 能登島向田町第一団地 

    七尾市建築型応急住宅 小島第一団地 

    七尾市建築型応急住宅 中島町第一団地 

    七尾市建築型応急住宅 舟尾第一団地 

第 3 回：七尾市建築型応急住宅 本府中第一団地 

グループホーム ひなたぼっこ 



輪島市建築型応急住宅 町野町第一団地 

輪島市建築型応急住宅 町野町第二団地 

石川県 NPO 活動支援センターあいむ 

第 4 回：グループホーム ひなたぼっこ 

 

２．ミニ講習会ご案内 

第 3 回：石川県 NPO 活動支援センターあいむ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３． 災害ボランティア実践講座（テンプレート） 

第 4 回：輪島市 ふれあい健康センター 

   珠洲市健康増進センター 

   能登町内浦総合支援ホール  

   金沢市お気軽会議室安江町 101 号 
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１．課題   

第 1 回の活動後、下記の反省点があがった。 

・建設型応急住宅には集会所があり被災者が参加しやすいため、施術活動の場所は施設より建設型応

急住宅に絞った方がよい。 

・建設型応急住宅の世話役（リーダー）との連絡が不十分で集会場の開け閉めなどに時間を取られた。 

・「マッサージ」という言葉の持つイメージと実際に受けたケアのギャップに戸惑や不満が生じた部分もあ

ったので、ご案内の表現を見直す必要がある。 

・活動の前後のミーティングが出来ていなかった。 



・宿泊場所と施術会場との移動距離が長くその時間がもったいなかった。 

・高齢者の方がアンケート用紙を書くのに時間がかかったので見直しが必要である。 

・２か所に分かれての活動だったので、施術者の人数が限られ、体験者の声を傾聴する時間が十分に取

れなかった。 

     

２．改善点 

・第 2 回・第 3 回の活動では、七尾市社協と直接やりとりができたため、社協から各訪問先・訪問時間の

調整ができ、訪問受け入れ先でも前もって施術を受ける会場づくりをすることが出来た。その結果、ケア

の効果も向上した。 

・施術前後の口頭での説明でも「マッサージ」という言葉を使わないよう注意し、また事前にケアについて

ある程度ご理解いただけるよう努めた。 

・2 回目からはアンケートの内容を少し変更し、施術前と施術後に分けてアンケート記入をお願いした。  

事前に順位をつけて希望するケアの種類を選んでもらうことができ、その際にそれぞれの施術について

簡単に説明することができ、ある程度どんなケアかを理解したうえで受けていただくことができた。 

・担当の施術者が、一人ひとりのクライエントにアンケートを書いていただくところから関わることで、しっか

りコミュニケーションを取ることができたと感じた。特に、質問の一つに震災後に感じた身体的不調など

について伺う項目があり、表情を見ながらさりげなくお聞きすると、聴いて欲しい方は、それをきっかけに

しばしお話をされた。その結果、しっかり傾聴が出来たと感じた。その後にセラピューティック・ケアを受け

ることで少し心を開いてもらえていると感じる場面が多かった。 

・毎夜ミーティングを行ったことで、その日の活動の反省と感想を共有し、翌日からの活動に活かすことが

できた。 

 

３．今後の課題 

・能登半島被災地では石川県内の大学・看護学校の職員・学生がボランティアとして活動している方が多

いため、その活動の中で活用していただければと、学生対象の無料の災害ボランティア実践講座を検

討したが、3 月は試験や実習等があり調整がつかなかった。今後、学生対象のボランティア講座を行う

ときは、夏休み期間中の設定が望ましい。 

 

ɊȰȌȋ ╗  

 

１．第 1 回活動分 

・2025 年 7 月 25 日 PRTIMES を通じてプレスリリース発信（313PV） 

・同リリースが下記 25 のメディアのＷＥＢページに掲載 

30min. （株式会社イード）、おたくま経済新聞（シー・エス・ティー・エンターテインメント株式会社）、

SEOTOOLS（ブラストホールディングス株式会社）、時事メディカル（株式会社時事通信社）、エキ

サイトニュース（エキサイト株式会社）、eltha（オリコン株式会社）、ウレぴあ総研（ぴあ株式会社）、

Infoseek ニュース（楽天グループ株式会社）、暮らしニスタ（株式会社主婦の友社）、Number 

Web（株式会社文藝春秋）、STORY（株式会社光文社）、ORICON NEWS(オリコン株式会社）、

PRESIDENT Online（株式会社プレジデント社）、西日本新聞（株式会社西日本新聞社）、

JBpress（株式会社日本ビジネスプレス）、財経新聞（株式会社財経新聞社）、CREA WEB（株式



会社文藝春秋）、マピオンニュース（株式会社 ONE COMPATH）、fuelle（株式会社 ZUU、株式

会社 NTT ドコモ）、花形文化通信（株式会社ワークルーム）、ニコニコニュース（株式会社ドワンゴ）、

時事ドットコム（株式会社時事通信社）、BtoB プラットフォーム 業界チャンネル（株式会社インフォ

マート）、CLASSY.ONLINE（株式会社光文社）、ジョルダンニュース！（ジョルダン株式会社） 

 

●第 2 回活動分 

・2025 年 9 月 8 日 PRTIMES を通じてプレスリリース発信（3,914PV）  

・同リリースが下記 24 のメディアのＷＥＢページに掲載 

@DIME（株式会社小学館）、@nifty ニュース（ニフティ株式会社）、NIKKEI COMPASS（株式

会社日本経済新聞社）、BtoB プラットフォーム業界チャネル（株式会社インフォマート）、時事ドット

コム（株式会社時事通信社）、livedoor ニュース（株式会社ライブドア）、マピオンニュース（株式会

社 ONE COMPATH）、おたくま経済新聞（シー・エス・ティー・エンターテインメント株式会社）、

STRAIGHT PRESS（株式会社 PR TIMES）、JBpress（株式会社日本ビジネスプレス）、

PRESIDENT Online（株式会社プレジデント社）、NewsPicks（株式会社ユーザベース）、ジョ

ルダンニュース！（ジョルダン株式会社）、ニコニコニュース（株式会社ドワンゴ）、西日本新聞（株式

会社西日本新聞社）、朝日新聞デジタルマガジン＆（株式会社朝日新聞社）、時事メディカル（株式

会社時事通信社）、ウレぴあ総研（ぴあ株式会社）、SEOTOOLS（ブラストホールディングス株式会

社）、エキサイトニュース（エキサイト株式会社）、nfoseek ニュース（楽天グループ株式会社）、

BEST TiMES（株式会社ベストセラーズ）、東洋経済オンライン（株式会社東洋経済新報社）、

ORICON NEWS(オリコン株式会社) 

 

●第 3 回活動分 

・2025 年 10 月 17 日 PRTIMES を通じてプレスリリース発信（378PV）  

・同リリースが以下 42 のメディアのＷＥＢページに掲載 

ORICON NEWS（オリコン株式会社）、花形文化通信（株式会社ワークルーム）、mamagirl（株式

会社 Donuts）、Ray(株式会社 DONUTS）、andGIRL（株式会社 DONUTS）、ニコニ   

コニュース（株式会社ドワンゴ）、30min.（株式会社イード）、産経ニュース（株式会社産業経済新聞

社、株式会社産経デジタル）、現代ビジネス（株式会社講談社）、d メニューマネー（株式会社 NTT ド

コモ）、時事メディカル（株式会社時事通信社）、Infoseek ニュース（楽天グループ株式会社）、ウ

レぴあ総研（ぴあ株式会社）、eltha（オリコン株式会社）、GISELe（株式会社主婦の友社）、北日本

新聞 webun プラス（株式会社北日本新聞社）、暮らしニスタ（株式会社主婦の友社）、エキサイトニ

ュース（エキサイト株式会社）、SEOTOOLS（ブラストホールディングス株式会社）、PRESIDENT 

Online（株式会社プレジデント社）、STORY（株式会社光文社）、JJnet（株式会社光文社）、

JBpress（株式会社日本ビジネスプレス）、北陸中日新聞 Web×PR TIMES（株式会社 中日新聞

社）、東洋経済オンライン（株式会社東洋経済新報社）、NIKKEI COMPASS（株式会社日本経済

新聞社）、おたくま経済新聞（シー・エス・ティー・エンターテインメント株式会社）、マピオンニュース

（株式会社 ONE COMPATH）、CREA WEB（株式会社文藝春秋）、@DIME（株式会社小学館）、

さんたつ by 散歩の達人（株式会社交通新聞社）、@nifty ニュース（ニフティ株式会社）、とれまが

ニュース（株式会社サイトスコープ）、NewsPicks（株式会社ユーザベース）、財経新聞（株式会社

財経新聞社）、時事ドットコム（株式会社時事通信社）、iza（株式会社産経デジタル）、STRAIGHT 



PRESS（株式会社 PR TIMES）、金沢経済新聞（金沢メディアフロンティア）、西日本新聞（株式会

社西日本新聞社）、ジョルダンニュース！（ジョルダン株式会社）、CLASSY.ONLINE（株式会社光

文社） 

・2025 年 11 月４日 PRTIMES を通じてプレスリリース発信（266PV）  

・同リリースが下記２１のメディアのＷＥＢページに掲載 

ニコニコニュース（株式会社ドワンゴ）、産経ニュース（株式会社産業経済新聞社、株式会社産経デ

ジタル）、iza（株式会社産経デジタル）、STRAIGHT PRESS（株式会社 PR TIMES）、西日本新

聞（株式会社西日本新聞社）、ジョルダンニュース！（ジョルダン株式会社）、SEOTOOLS（ブラス

トホールディングス株式会社）、時事メディカル（株式会社時事通信社）、ウレぴあ総研（ぴあ株式会

社）、Infoseek ニュース（楽天グループ株式会社）、livedoor ニュース（株式会社ライブドア）、d

メニューマネー（株式会社 NTT ドコモ）、BEST TiMES（株式会社ベストセラーズ）、マピオンニュ

ース（株式会社 ONE COMPATH）、JBpress（株式会社日本ビジネスプレス）、ORICON 

NEWS(オリコン株式会社）、PRESIDENT Online（株式会社プレジデント社）、財経新聞（株式

会社財経新聞社）、@nifty ニュース（ニフティ株式会社）、@DIME（株式会社小学館）、時事ドット

コム（株式会社時事通信社） 

・北國新聞（10 月 30 日付） ミニ講習会告知掲載 

・北陸中日新聞（11 月 18 日付） ミニ講習会紹介 

・まちのラジオ（11 月 4 日～11 日放送分） 町野第一・第二仮設でのケア告知 

・西日本新聞社より同行取材を受け、12 月 17 日に同紙「シニア欄」にて紹介 

  

 

 

 

 

 

 

2025.11.18 北陸中日新聞 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●第 4 回活動分 

・202６年 1 月 30 日 PRTIMES を通じてプレスリリース発信（191PV）  

・同リリースが以下 23 のメディアのＷＥＢページに掲載 

ORICON NEWS(オリコン株式会社）、SEOTOOLS（ブラストホールディングス株式会社）、エキ

サイトニュース（エキサイト株式会社）、Infoseek ニュース（楽天グループ株式会社）、BtoB プラ

ットフォーム 業界チャネル（株式会社インフォマート）、東洋経済オンライン（株式会社東洋経済新報

社）、現代ビジネス（株式会社講談社）、産経ニュース（株式会社産業経済新聞社、株式会社産経デ

ジタル）、時事ドットコム（株式会社時事通信社）、iza（株式会社産経デジタル）、RBBTODAY（株

式会社イード）、北日本新聞 webun プラス（株式会社北日本新聞社）、時事メディカル（株式会社

時事通信社）、ウレぴあ総研（ぴあ株式会社）、ニコニコニュース（株式会社ドワンゴ）、西日本新聞

（株式会社西日本新聞社）、ジョルダンニュース！（ジョルダン株式会社）、財経新聞（株式会社財経

新聞社）、TBS NEWS DIG（TBS・JNN NEWS DIG 合同会社）、NIKKEI COMPASS（株式会

社日本経済新聞社）、日刊県民福井 Web×PR TIMES（株式会社中日新聞社）、とれまがニュース

（株式会社サイトスコープ）、@nifty ニュース（ニフティ株式会社） 

・2026 年 1 月 27 日輪島市 LINE 

・2026 年 2 月 17 日石川放送 MRO ラジオ「ノコトラジオ」 前田講師 電話で生出演 

2025.１２.17 西日本新聞 


